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昭 』177号昭和62年4月・日

　4月からは中学生一
3月25日、南北小学校の卒業式

が行われました。

この日、卒業証書を授与された
児童は、209名（南小110名、北小99

名）、卒業生は六年間の思い出を胸

にお世話になった学舎を後に巣立
っていきましたる

〔3月1日現在人口〕
男5，304人女5，346人計10，650人
世帯数2，776

●発行所　埼玉県大里郡江南町役場
●発行人　江南町長　柴田忠雄

●電話0485（36）1521



広報二うなん（2昭和62年4月1日

皆
ん
な
の
㈹
豪
一
一
十
－
天
課
ま
る

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

　
昭
和
六
十
二
年
三
月
一
日
任
期
満
了

に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
二
月
十

七
日
告
示
、
二
月
二
十
二
日
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
投
票
、
午
後
七
時

よ
り
即
日
開
票
と
い
う
日
程
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雪
か
ら
雨
と
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

投
票
率
は

前
回
を
下
回
る

　
投
票
は
町
内
五
ヵ
所
で
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

投
票
率
は
町
平
均
で
九
〇
・
三
七
パ
ー

セ
ン
ト
（
男
八
九
・
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

女
九
一
・
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
前

回
の
九
一
・
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
男
九

〇
・
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
九
二
・
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
や
や
下
回
り
ま
し

た
。　

各
投
票
所
の
投
票
率
は
i

o
第
一
投
票
所
・
：
・
九
三
・
九
一
％

o
第
二
投
票
所
：
：
九
四
・
六
八
％

○
第
三
投
票
所
：
：
九
〇
・
一
七
％

o
第
四
投
票
所
・
：
・
八
九
・
一
三
％

○
第
五
投
票
所
：
：
八
五
・
三
七
％

　
開
書
否
け
同
日
午
後
七
時
一
か
ら
ト
ー
役
場

二
階
会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
総
数
六
千
六
百
二
十
四
票
、
う

ち
有
効
投
票
六
千
五
百
七
十
七
票
、
無

効
投
票
四
十
七
票
で
し
た
。

　
町
制
施
行
後
と
し
て
は
初
め
て
の
当

選
の
決
定
し
た
二
十
二
人
の
か
た
に
は

二
十
一
日
に
当
選
証
書
の
附
与
が
さ
れ

ρ
）
（
一
　
）

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
お
骨

折
り
い
た
だ
当
十
二
人
は
、
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
（
立
候
補
届
出
順
・
敬
称
略
）

小柴福r篠高新柴笠松持寺橋沢田島1田橋井　原本田山本

孝守　1正常秀芳義芳知孝亀
平次明1勝雄幸夫助治丈作明

吉
野
金
一
郎

岡
部
国
政

杉
田
　
弥
平

岩
間
喜
久
一

福鎌冨折柴篠
田塚田川田崎
　‘義宗高清長
清一平一次司

無公　　　　　　　　　　　　無共　　　　　 無

所明〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃所産〃〃〃〃〃所
属党　　　　　　　　　　　　属党　　　　　 属

六六六六三六六六六六六五六五六六六六七五四五
十二九七九一八五八六十七二一三十六十三九八八
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

　
　
　
、
麗
謙

　
慧　

　
　
灘

　
　
　
　
講
、
　

　
町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
臨

時
議
会
が

三
月
六
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、

各
常
任
委
員
の
選
出
、
大
里
南
部
環
境

福
祉
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
、
荒
川

南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会
議

員
、
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議

員
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
な

ど
、
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
日
か
ら
は
第
一
回
定
例

町
議
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年

度
の
予
算
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
議

案
が
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し

く
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

　
　
（
敬
称
略
）

議
長
杉
田
弥
平

副
議
長
折
川
高

◎
印
は
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
寺
山
　
孝
作
　
　
○
橋
本

　
松
本
芳
治
　
　
　
折
川

し
「
）

○
印
は
副
委
員
長

亀
明

高
一

　
持
田
　
知
丈
　
　
福
島
　
　
明

厚
生
委
員
会

◎
高
橋
　
常
雄
　
　
○
柴
田
　
清
次

　
柴
　
芳
夫
　
　
・
鎌
塚
義
一

　
篠
田
　
正
勝
　
　
　
杉
田
　
弥
平

建
設
委
員
会

◎
柴
田
　
守
次
　
　
○
岡
部
　
国
政

　
冨
田
　
宗
平
　
　
　
篠
崎
／
長
司

　
吉
野
金
一
郎

産
業
委
員
会

ゆ
福
由

　
清
、
　
○
岩
間
喜
久
一

　
新
井
　
秀
幸
　
　
　
笠
原
　
義
助

　
小
沢
　
孝
平

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

杉
田
　
弥
平
　
　
福
田
　
　
清

　
柴
　
　
芳
夫

荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
高
橋
　
常
雄
　
　
　
橋
本
　
亀
明

　
岩
間
喜
久
一
　
　
鎌
塚
義
一

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
寺
山
　
孝
作
　
　
　
折
川
　
高
一

熊
谷
地
区
消
防
組
合

　
松
本
　
芳
治
　
　
　
冨
田
　
宗
平
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．1議長就任

　あいさつ

藩、1、醗一

．
謹
し
ん
で
議
長
就
任
の
御
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
二
月
二
十
二
日
の
町
民
各
位
の
審
判

に
よ
り
、
新
し
い
二
十
二
名
の
議
員
の

選
出
を
戴
き
ま
し
た
。
改
め
て
重
責
を

痛
感
し
、
皆
様
の
代
表
と
し
て
の
本
分

を
全
う
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
私
事
で
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
の
御
支
援
に
よ
り
議
貝
と
し

て
三
十
年
の
長
き
に
亘
り
務
め
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
四
期
目
の

御
推
薦
を
戴
き
、
身
の
引
き
し
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
常
に
初
心
に
か
え

り
、
自
ら
を
戒
め
、
誠
意
を
尽
し
、
公

（
、
○

正
を
旨
と
し
て
議
会
の
円
満
運
営
を
期

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
や
国
政
を
初
め
と
し
、
地
方
自
治

体
に
至
る
ま
で
誠
に
重
大
な
時
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
世
界
経
済
は

流
通
機
構
と
相
ま
っ
て
、
一
般
家
庭
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
程
の
世
界
一
帯
流

通
経
済
に
発
展
を
致
し
て
お
る
時
代
で

ご
ざ
い
ま
す
．

　
ま
し
て
や
、
地
方
自
治
体
の
受
け
る

行
政
上
、
特
に
財
源
問
題
等
に
は
想
像

以
上
の
大
き
な
困
難
が
あ
り
、
予
算
編

成
に
当
っ
て
も
熟
慮
・
実
行
・
堅
実
な

構
成
配
分
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
六

十
一
年
十
一
月
町
制
施
行
誕
生
間
も
な

い
本
町
に
於
け
る
諸
問
題
は
山
積
致
し

て
お
り
ま
す
。
教
育
施
設
を
初
め
、
農

業
を
産
業
と
し
て
保
持
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
農
政
の
充
実
、
住
宅
地
の
急
激

な
発
展
に
よ
る
市
街
化
地
区
の
整
備
、

特
に
上
下
水
道
の
早
急
解
決
策
、
老
人

福
祉
問
題
、
国
保
対
策
等
こ
れ
ら
諸
懸

案
事
項
の
解
決
に
は
議
会
の
政
治
力
の

結
集
が
絶
対
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
議
貝
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
決

意
を
新
た
に
全
能
力
を
発
揮
せ
ら
れ
て

町
民
各
位
の
期
待
に
応
え
ま
す
と
共
に

御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
終
り
に
望
み
、
江
南
町
の
限
り
な
い

発
展
と
町
民
皆
様
の
御
健
勝
を
御
祈
念

申
し
上
げ
、
御
挨
拶
ど
致
し
ま
す
。

　
新
農
業
委
員
一

暉曹愚
昌
冒
愚
百

（

（

噸
愚
轡
番
番
愚
愚
愚
愚
㊧
番
轡
ー
萄
葺
－
愚
響
ー
愚
ー
愚
轡
戯

農
業
委
員
選
挙
は
無
投
票

　
二
月
十
四
日
任
期
満
了
に
よ
る
江
南

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
二
月
三

日
に
告
示
さ
れ
、
三
日
に
立
候
補
の
受

付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
選
挙
に
よ
る
委

貝
の
定
数
十
五
人
を
超
え
な
か
っ
た
た

め
、
無
投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
推
せ
ん
委
員

も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
ほ
ね
お

り
を
い
た
だ
く
農
業
委
員
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

0
選
挙
に
よ
る
委
員

（
馳
候
喋
繭
）

天
決
ま
る
　

　
　
　
　
　
　
　
昌
習
昌
冒
轡
晶

木新田駒杉長小大内高福吉橋志大
　　　　　谷　　　　　＼
村井中井田川島澤田橋田野本村島
昭勝禎芳清　勧照万正、一武博　一

二久二治喜充一三平吉昇義治正益

o
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
町
長
の
選

任
し
た
委
員

●
議
会
推
薦
に
よ
る
学
識
経
験
者

　
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
忠
雄

　
　
　
　
　
　
鹿
　
庭
　
充
　
永

　
　
　
　
　
　
舟
　
橋
　
近
義

　
　
　
　
　
　
水
　
野
　
孝
　
二

　
　
　
　
　
　
長
　
倉
　
敬
　
三

●
農
業
共
済
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
　
持
　
田
　
宗
　
昌

●
農
業
協
同
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
　
福
　
田
　
　
清

　
こ
の
た
び
の
機
構
改
変
に
伴
い
次
の

よ
う
に
、
住
民
課
が
住
民
課
と
保
健
課

に
な
り
、
産
業
課
と
土
地
改
良
課
が
統

合
さ
れ
、
経
済
課
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
応

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
ま
た
業
務
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す
。住

民
課
　
窓
口
係
・
福
祉
係
・
年
金
係

保
健
課
　
保
健
係
・
医
療
保
険
係
・

　
　
　
　
衛
生
係

経
済
課
　
農
政
係
・
農
地
係
・

　
　
　
　
商
工
係
・
土
地
改
良
係

温
か
い
ご
好
意
、

　
江
南
町
出
身
の
水
野
冨
久
司
氏
よ
り

花
も
美
し
く
実
も
お
い
し
い
杏
を
、
各

家
庭
に
植
え
て
い
た
だ
き
町
の
名
所
や

町
の
特
産
品
に
し
て
く
だ
さ
い
と
、
杏

の
苗
木
一
万
本
（
六
百
万
円
）
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
杏
の
里
づ
く

り
推
進
委
員
会
（
代
表
松
本
芳
治
氏
、

委
員
二
十
一
名
）
を
結
成
、
希
望
者
に

杏
の
苗
木
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
大

切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。
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難

灘

▲明るく温かな空問が広がる町民ホール

　
　
　
　
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
場
に

　
江
南
町
複
合
施
設
が
、
四
月
］
日
ネ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎
（
議
事

堂
）
の
三
つ
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
複
合
施
設
で
す
。

　
こ
の
施
設
の
特
徴
を
思
う
存
分
に
発
揮
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
と
、
勤
労
者
の
教
養
文
化
を
高
め
る
た
め
の

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
す
へ
の
施
策
が
生
ま
れ
る
場
の
議
事
堂

と
し
て
、
活
力
あ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
明

る
く
機
能
的
な
施
設
で
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
、
、
）

　
昨
年
七
月
二
十
一
日
に
着
工
を
し
た
複
合
施
設
が

無
事
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
役
場
庁
舎
西

側
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、
建
物
面
積

一
一
、
二
八
六
・
七
六
八
㎡
．
総
工
費
は
五
億
九
三
四

万
円
で
町
を
象
徴
す
る
り
っ
ぱ
な
も
の
で
す
。

　
一
階
が
保
健
セ
ン
タ
ー
、
一
一
階
が
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
三
・
四
階
が
庁
舎
（
議
事
堂
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
に
向
け
て
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

は
か
り
、
ま
た
コ
ミ
ニ
ケ
」
ン
ヨ
ン
の
場
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
児
か
ら
お
年
寄
り

）

）

▲機能訓練室兼集団指導室

▲成人病相談室
　　　▲ワイドスペースの講習室

から融資を受けて建設されました。
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懇諄鶴
雛

妻懸

　　　　　　　　　　難嚢

灘

蝋。

難

ハ
携
．

撃蹄

　
難
、
　
『
　
　
　
　
　
繭

　
．
鰯嚢

礪
マ
鰹

繍

・続

▲完成した複合施設全景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
だ

ま
で
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
の
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
目
的
と
し
て
、
乳
幼
児
問
診
接
種
室
、
乳

幼
児
計
測
接
種
室
、
機
能
訓
練
室
兼
集
団
指
導
室
、

成
人
病
相
談
室
￥
栄
養
改
善
室
、
検
査
室
を
設
け
自

主
的
な
保
健
活
動
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
階
の
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
勤
労
者
の
余
暇

活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
図
書
室
、
研
修
室
、
談
話
室
、
和
室
、
講
習
室

を
設
け
教
養
文
化
を
高
め
る
た
め
の
施
設
と
し
て
￥

活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
三
・
四
階
は
、
庁
舎
（
議
事
堂
）
で
あ
す
へ
の
施

策
が
つ
ぎ
つ
ぎ
生
ま
れ
る
場
と
し
て
、
正
副
議
長
室
、

議
員
控
室
．
委
員
会
室
、
会
議
室
、
議
場
、
傍
聴
席

と
な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
声
を
活
か
す
施
設
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。

　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る
か
た

は
．
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
施
設
利
用
の
さ
い
に
は
使
用
料
を
徴
収
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
町
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
、
ま
た
は
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤
労
者
及
び
勤
労
者
団
体

が
使
用
す
る
場
ム
ロ
に
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

◎
複
ム
ロ
施
設
の
地
番
、
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で

　
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

　
せ
く
だ
さ
い
。

江
南
町
大
字
柴
九
番
地
一

　
盈
（
〇
四
八
五
）
三
六
1
一
五
一

内
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
代
表
）

保
健
セ
ン
9
1
＝
二
〇
二
一
二
一

勤
労
福
祉
セ
ン
9
1
　
三
二
〇

（
夜
間
専
用
　
三
六
1
一
五
二
五
）

議
会
事
務
局
　
一
一
一
一
二
一

諜

▲知識や教養を高める場の図書室

　　　《　　苗4』串受亘士、L』づ　、，カ　＿f→・　　「転1てイ目巨E≡1し！7㍉各質旦イ早K念　　．　量睦Rイ目巨生イ≦

▲議場から見た傍聴席
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熱
灘
灘
黙

噸一ノ

　　　　　一もうすぐ1年生一
　3月20日、江南幼稚園卒園式が行われました。今年は
140名（男77名、女63名）の園児が元気・に卒園し、4月か
ら南・北小学校に入学します。
　無事に成長し、一つの段階を経たことに、お父さん、
お母さんも満足そうでした。

○匿醸鍵垂搏
　　　　　　　　一商工会主催講演会一
　　　　3月14日、商工会主催による講演会が町民体育館二階
　　　会議室で開かれました。講師は、元J・ミドル級世界チ
　　　ャンピオンの輪島功一さん。　“ガンバリの心”が人生に
　　　とっていかに大切であるかを聴きに来られた百人近くの
　　　人たちに、二時間にわたり語ってくれました。

　
保
険
料
は
、
月
額
七
、
一
〇
〇
円
で

し
た
が
、
四
月
か
ら
月
額
七
、
四
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
、
従
来
ど
お
り
月
額

四
〇
〇
円
で
す
。
国
民
年
金
は
、
昨
年

の
四
月
か
ら
全
国
民
に
共
通
の
「
基
礎

年
金
」
を
支
給
す
る
制
度
に
な
り
ま
し

た
が
、
制
度
を
遠
い
将
来
ま
で
健
全
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
給
付
と
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
保
険
料
は
加

入
者
皆
さ
ん
の
急
激
な
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
に
毎
年
、
段
階
的
に
引
き
上

げ
て
ゆ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
回
、
保
険

料
の
改
定
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
一
年
分
の
保
険
料
（
六
十
二

年
四
月
～
六
十
三
年
三
月
分
）
を
四
月

に
納
付
し
ま
す
と
、
定
額
分
が
二
、
一

四
〇
円
、
定
額
分
プ
ラ
ス
付
加
分
で
は

二
、
二
六
〇
円
の
割
り
引
き
と
な
り
ま

す
。　

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　
毎
月
納
付
に

　
今
年
四
月
よ
り
年
金
保
険
料
が
毎
月

納
付
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
法
律
が
改
正
さ
れ
毎
月
の

保
険
料
は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
た

め
で
す
。
保
険
料
は
必
ず
納
入
期
限
内

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
六
十
一
年
度
分
の

　
　
　
国
民
年
金
保
険
料

　
　
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば

　
　
　
四
月
中
に
納
入
を

　
昭
和
六
十
一
年
度
分
（
昭
和
六
十
一

年
四
月
ー
六
十
二
年
三
月
分
）
の
国
民

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一
の

と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
老

後
に
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
度
お
確
か
め
の
う
え
、
納
め

忘
れ
が
あ
れ
ば
、
必
ず
四
月
中
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
＋
二
年
度
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
か
た
は
、
愛
犬
に
必
ず
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、
鑑
札
と
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
防
注
射
は
、
新
ワ
ク
チ
ン

に
切
り
替
わ
り
、
年
一
回
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
必
ず
受
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
も

よ
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
当

日
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
直
接
、
獣
医

師
宅
で
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
代
金
は
若
干
増
額
に
な

り
ま
す
．
）

◎
日
程

四
月
二
十
日
（
月
）

　
三
本
渡
唐
神
社
　
午
前
九
時
三
十
分

～
＋
時
四
＋
分

　
成
沢
坂
上
公
民
館
　
午
前
十
時
五
十

分
～
十
一
時
五
十
分

　
板
井
十
字
路
（
小
林
商
店
前
）
午
後

一
時
十
分
～
二
時

）
　
）

　
　
　
　
　
囎

　
野
原
文
殊
寺
　
午
後
二
時
十
分
～
三

時四
月
二
十
一
日
（
火
）

　
農
協
本
所
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十

一
時
三
＋
分

　
農
協
南
支
所
　
午
後
一
蒔
十
分
～
三

時　
役
場
前
駐
車
場
　
午
前
九
時
三
十
分

～
＋
一
時
五
＋
分

◎
料
金

　
　
登
録
料
・
：
：
：
・
：
：
二
千
百
円

　
　
注
射
料
：
：
：
：
：
二
千
七
百
円

　
　
計
：
：
・
：
・
：
：
：
四
千
八
百
円

※
問
合
せ

　
役
場
保
健
課
　
暦
三
六
1
一
五
二
一
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ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
（

票
』
の
赦
治
を
た
い
せ
，
侶

県
議
会
議
員
選
挙
：
四
月
十
二
日
投
票

　
四
月
十
二
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
。

選
挙
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
私
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を

よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
意
思
表
示
で

す
。　

た
い
せ
つ
な
一
票
を
生
か
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

投
票
で
き
る
人

選
挙
時
登
録
基
準
日
：
：
：
四
月
二
日

選
挙
時
登
録
日
：
：
：
・
：
・
四
月
二
日

　
し
た
が
っ
て
公
職
選
挙
法
に
よ
る
選

挙
権
の
条
件
は

○
昭
和
四
十
二
年
四
月
十
三
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
人
で

○
昭
和
六
十
二
年
一
月
二
日
以
前
か
ら

　
江
南
町
に
住
ん
で
い
て

○
引
き
続
き
江
南
町
住
民
基
本
台
帳
に

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▼
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
、
昭
和
六

十
二
年
一
月
二
日
以
後
、
埼
玉
県
内
の

他
の
市
町
村
か
ら
江
南
町
に
転
入
届
を

し
た
人
で
、
従
前
の
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
江
南

町
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

従
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
が
行

え
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
次
の
書
類
が

必
要
で
す
．

①
江
南
町
で
発
行
す
る
住
民
票
の
写
し
、

　
ま
た
は
、

　　　　　　　　、講　　　　　　辮　　　　　饗ウ韻　　羅、鰻溝’鰻ミ

熊谷線

鰹
醸

②
引
き
続
い
て
江
南
町
に
住
所
を
有
す

　
る
旨
の
証
明
書

　
ま
た
、
江
南
町
か
ら
県
内
へ
転
出
さ

れ
た
人
は
、
転
出
先
の
市
町
村
か
ら
①

ま
た
は
②
の
書
類
を
作
っ
て
い
た
だ
き

従
前
の
投
票
所
の
受
付
け
に
差
出
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
投
票
所

　
投
票
所
は
今
ま
で
ど
お
り
五
ヵ
所
設

置
し
ま
す
。
各
投
票
区
の
投
票
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
一
：
：
：
：
農
業
総
合
セ
ン
タ
i

第
二
：
：
：
：
江
南
北
小
学
校
体
育
館

第
三
・
：
：
・
：
板
井
研
修
セ
ン
タ
ー

第
四
：
：
：
＼
：
江
南
南
小
学
校
体
育
館

蝶
盤
　
塵

難
蝶馨

○
第
五
：

だド
・
坂
上
公
民
館

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
不
在
者
投
票

●
投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な
い
用

　
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ

　
て
旅
行
ヰ
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
。

●
疾
病
・
負
傷
・
妊
娠
な
ど
の
た
め
、

　
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
た
。

期
問
四
月
三
日
か
ら
四
月
十
一
日

　
　
　
　
（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で
土
・

　
　
　
　
日
曜
日
で
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
五
時
ま
で

場
所
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

時
　
問
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

郵
便
に
よ
る

　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

　
こ
の
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準

に
当
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該

当
す
る
こ
と
を
県
知
事
が
書
面
で
証
明

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
な
お
、
郵
便
で

投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請

求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
す
る
期
間
も
考
慮
し
て

早
め
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は

　
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
智
三
六
ー
一
五
二
一

嚢至小川　県道熊谷・小川線



　　櫨…融繭翼蟹麟’翻ぞ繰ふ鎌欝i．内容鑑圭購瀟，氏、
　　l　　　　　　　　　　　　　　　i　応募者全員に記念品を贈呈しま　：　作曲家・神津善行氏による講演
　　i　第4期中国留学生募集　　i　す。入選発表は6月の予定で凱i　やアトラクションなど
　　i　埼玉県と友好関係にある大学に　i■応募●問合せ圭　　　　　　　　i■入場方法　入場は無料ですが・
　　i派遣する留学生を募集します．　…〒336浦和市局砂3－15－1i入場整理券が必要です・
　　抽西大学3・名山西省太原市i埼玉県環境音陪然保護課　1入場整理券は・県庁県民案内室●
　　i河南大学　20名　　河南省開封市　i　費0488－24－2111　　　　　　：各地方県民センター等で希望者に

　　譲鑛大靴蓬辮蠕鋤塾璽幽脚．i直購騰・込みは・埼玉
　　鷹織学院20名　省大連市i鳳商題ぞ考えるi県皐騰濡砂・一・5一・

gi●腓して満18才以上36才以下i．．奔のつどい　i盟蠣襲繭躍
　　1●塁●女は問いません　　　　i　4月16日㈲10時30分～15時30分i　行政・心配ごと相談
く♪i．●夢業程度の学力を有するかi’播，、幕埼玉会，、小ホ『、ジ1の県墓鎌裂瀦瓢

　　i置募集しめきり1987年5月8日i・内容　　　　　　…曜日にご相談に応じております．
　　…■選抜試験1987年5月17旦（日）…講演rゆたカ・に生きる」税所百iどうぞ、お気軽にお出かけくだ

　　『i．・合格発表熟鞭首高校i倉薪と琴傑麟禦詣・時
　　…圏入学期日1987年9月1日　i金森トシエ、ほか　　　i昭和62年4月28日（火）
　　i　募集要項の必要塗かたは・切手i■費　用　無料　　　　　　　　　i　午前9時30分～正午まで
　　i500円同封の上・下記へ請求してく　i■定　員　500人　　　　　　　　1ロ場　所
　　iださい・　　　　　　　　　　　i■問合せ　埼玉県婦人対策課　　　i　江南町母子センタ＿
　　i篶霜暑昌毒宏国奈量範義田ビノレi　各市町村婦人問題担当課　i　　教育相談

　　i，費0488－61－5818　　　　i　憲法をくらしに生かす　i　教育委員会では、毎週火曜日（祝

　　iグリーンハーモニーi　県民伽どい　縷鵬f晶議襲、糟
　　i　・　さいたま’87　　　i　憲法に対する理解と認識をさらiいます．
　　：　　　　．　　　　　　　　　　　：に深めることにより、憲法の理念　：　お子さんの教育上のことでお困
　　i一街かどの緑大賞●花大賞募集一　iを暮らしに生かす気運の醸成をは　iりのことがありましたら、お気軽
　　…今年の1・月・夫宮市を中心に開…かる．　　　　　　…1こご相談ください．
　　1催窯るグリ『ンハーモ丑一さいたi・会場熊谷会館ホール　…費36－5468（直通）
　　1ま87とフェアの開催を記念して　：　　　　　　　　　　　　　　　i　　：　－　　　　　’1■日時昭和62年5月9日（土）1費36－1521（内線237）　　：県でほ緑化の推進と街なかで緑を　：一　　　　　　．　　　　　．　：
　　i創り育てている人々を紹介するた　i

　　iめ・「街かどの緑大賞・花大賞」i　稚日　　三　樋　　　押　　ー
し僑製藤，壌灘灘青i大佐轍新田本山篠春籠内田齋坂ザ　≦
　　活す・　　　　1…島藤田場荏中中崎島田頭藤田弓　呈
心…’応募内容県内の家庭なζの花i英希　恵る将　真友　千佳伸希直　二　　＝
　　：　と緑で・外部からの景観に優れi之美　子か介　央則　春織悟美之　月　　　《
　　i．農雑た懸謙無な事i三長長長長長二長長三長長患磁杢
　　1　　二　　　　　　　：男女　女女男　女男　女女男女男　出＿　　　　i　項を記入し、緑化の写真（サー　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・）内
　　：　ビス版以上）を添付する。　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　保称　《

　　踏難当告備尉・月・・i醸譲肇鵠嚢叢罷もi
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